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皆さんには、忘れられない瞬間がありますか。忘れられない瞬間は、自分が一番幸せになった時で

あったり、一番悲しいかった時であったりします。私にとって忘れられない瞬間とは、心が動かされる

瞬間だと思います。皆さんはボランティア活動の経験がありますか。今日、皆さんに共有したい私の

特別な、忘れられない瞬間はバングラデシュでのボランティア活動の記憶です。 

私は9年ほどバングラデシュに住んでいました。バングラデシュはまだ住みやすいとは言えない国

です。お金がなくて、苦しい生活を続けている人がたくさんいます。そんなバングラデシュの中で私は、

台風が来たら崩れてしまいそうな家ばかりが並ぶ、「バンダバリ」という町へボランティア活動に行き

ました。そこで私は、貧しい人々に米や毛布を配ったり、子供たちの世話をしたりしました。 

活動が終わって、家に帰ろうとした時に、アクバルさんという男の子が、私のところにやってきて「あり

がとうございました。またいらっしゃるんですね？」と声をかけてくれました。周りの人たちも、幸せそう

に笑ってくれました。その瞬間、言葉にならない感情がこみあげてきました。 

普通のボランティア活動だったら忘れてしまうはずなのに、苦しい生活を送っているひとたちが、希

望を失わずに笑って、一生懸命に生きていこうとする姿に私は心動かされました。そんな人達の力に

なれて本当に幸せでした。私はこのような人の役に立つ活動を、またしたいと思います。私は将来、私

の力を必要とする人たちのために、たくさんのボランティア活動をしたいです。皆さんも、忘れられな

い瞬間に出会えるように、思いやりのある行動をしてみてはどうですか。チョンユリムでした。ありがと

うございました。 


